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(0.07 , 0.08労Cの極軟鋼;0.16 ， 0.37 , 0.68 , 0.84%Cの炭素鋼;0. 36%C-1. 85箔Nト0.74%Cr鋼; 0.19労








びその考察，の項に分けて説明している。すなわち，粗パーライト組織 (O.37%Cおよび0.84%C鋼) , 
刺!パーライト組織(焼なましニッケルークロム鋼) ，マルテンサイト組織(0.37%C ， 0.68%C ，および0.84%
C鍋) ，ソルバイト組織 (0.84~ぢC鋼)およびオーステナイト組織(ニッケルークロム・オーステナイト銅)
の銅につき磁気歪振動法(約1.85KC横振動) にて共鳴曲線を求める方法と，自然減衰より求める方法と





減し， 1， 000分程度で減少が惇止するから， 水素吸収させた状態の内部摩擦の変化を測定するには焼入後
1 日以上経過した試料を用いる必要がある; iii) マルテンサイト試料の焼もどし時の内部摩擦の減少には
250 0 C を境として段階があり， 第 1 段階では(マルテンサイト→低炭素マルテンサイト十ε 炭化物)の
変化が，また第 2 段階では(低炭素マルテンサイト→フエライト+セメンタイト)の変化が起り，これら








第 2 章で、は鋼中過飽和水素の放出過程について述べている。 1 節は一般金属中の水素の状態を一般的に
説明するとともに，鋼中の水素は単純固溶状態にあると説明し，鋼の水素吸収について説明している。 2
節は鋼中過飽和水素の放出量を測定した結果，すなわち，水素の吸収条件の決定，放出量の測定結果，お





マルテンサイトー組織のJI買に小となる D この結果は本命題の研究中に発表きれた Nosyreva の測定結果，
すなわち，水素諺透速度は(微小セメンタイト+フエライト)組織， (粗パーライトイーフエライト)組織
およびマルテンサイト組織のJI買に小きくなる，との結果とよく一致すると説明している。




ついての説明である。 4 節では第 1 および 2 章の実験結果に基づ、いて行なった，本実験の結論，すなわち











第 4 章では，以上に説明した第 1 ， 2 および 3 章に説明した研究の応用として水素脆化の回復法および
予防法について述べている。脆化状態にある鋼を，脆くない十分な延性を持つ状態に戻すには，鋼の格子
中に存在する水素原子を拡散放出きせればよく，乙れは材料の寸法に応じて室温放置または 100 ，.....， 300口C
での焼なましを行なえば，十分その目的を達成できることを確認するとともに，水素放出後に，なお格子
欠陥部および結晶粒境界などに安定な形で残存すると考えられる水素による害は実験結果に基づけば無視
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できる乙とを述べている。
以上の如く，著者は鉄鋼材料に重要な水素脆化問題の解明に全く新らしい観点から内部摩擦の測定を応
用して研究を行ない，材質的諸条件の呉なる種々の鋼につき水素脆化度と構造敏感な物理的性質としての
内部摩擦との関係を確立するとともに，水素脆化自身は回復性のものであることを発見し，さらに鋼の水
素脆化の回復および予防に役立つ多くの知見を与えている。また鏑の吸収水素量と過飽和水素の放出速度
について普遍的な関係，および各種の代表的組織の鋼について内部摩擦の測定を行ない，それらの結果に
対して独創的な解釈を加えている口
このように著者の研究は冶金学および製造冶金工業の発展に貢献すると乙ろが少くない。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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